
 ２月８日（金）に卒業制作発表会が行われました。 
 幼児教育学科４年の卒業研究発表では、「理想の教師像につ 
いて」、「幼児期の欲求と適応規制について」、「障害のある子 
  どもの保育について」という3つの研究テーマをパワーポイントを 
      使用して発表しました。 
       音楽劇はこども学科３年生が「ムーラン」、幼児教育学科４年生 
         が「アナスタシア」を披露しました。どちらの劇も歌・演技と 
           もにとても素晴らしかったです。 
   毎年このイベントが終わると、一気に卒業ムードになります。 
                      少し寂しい気持ちにもなりますが、晴れやかな卒業 
                                       式で送出すことができるよう、準備をし 
                                                っかりやっていきます！ 

担当： 
松本純、立山 



 両学科2年生が2月18日より実習に臨んでいます。 
 こども学科は初めての保育実習で、児童養護施設と障害者
施設。幼児教育学科は付属園のおおくらの森幼稚園と長洲し
おかぜこども園での実習です。初めての実習で戸惑うことも
あると思います。しかし、現場で身につける実践力は必ず自
分を成長させます。自分の将来の夢を叶えるため、10日間・
12日間、しっかり頑張りましょう。 

 日本学生支援機構の奨学生（新２年生～新４年生）は
継続願いの手続きが２月２８日（木）までとなっており
ますので、期日までに入力をお願いします。 
  
  

 海の水          文責 髙木 

   子どもを授かっても、家族サービスなど全く考えることもなかった私だが、初めての海水浴に行った
ときの車中での息子たちとの会話は、今でも鮮明に覚えている。 
 嫁の手作り弁当は、車に乗り込んで１時間も経たないうちに平らげ、一路天草へ。宇土半島から右手
に真っ青な海が観えた時、何気なくハンドルを握ったまま「なんで海の水は塩辛いんだろね」と私。後
部座席の幼稚園の長男と次男が声を揃え即座に、しかも何でお父さんはそんなことも知らないのかと言
わんばかりに「それは潮吹き臼が海の底に沈んでいるけんたい」と声を張り上げた。何故そのことが嬉
しかったかわからない。ただ、このまま子どものままでいてもいいなと思った。「ああ、そうだった。
そうだった」と私。子どもは正しく純粋である。 
   年齢を重ねるにつれ、時の流れ方も早いと感じているのは私だけなのだろうか。無垢な子どもの時代
を経て、ほんの僅かの時間の経過でＳＮＳ上での悪ふざけ動画をアップする昨今の若者。現状は理解し
がたいし、現状を憂いてもいる。 

  1日：オープンキャンパス 
  6日：入学者事前説明会 
  7日：学生自治会活動 
  8日：入学選考試験 
  9日：科目終了試験 
14日：卒業証書授与式リハーサル 

15日：卒業証書授与式 
22日：入学選考試験 

 駐車場代をまだ払っていない学生は、２月２８日（木）ま
でに必ず支払いをお願いします。掲示板でも告知をしている
ので利用者は確認をお願いします。  
  


